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（Comparative fit index）=.94，PCFI（CFI×Parsimony ratio）=.25であり，決
して高いとは言えないが，パス係数は有意または有意傾向のものが多く，学習
意欲を高める要因間の関係を考察することに支障はないと判断した．
図11　日本語学習意欲と要因間の関係：パス解析結果
　図11より，日本語学習意欲が高められる要因間の関係について考察する．
「楽しい会話」は，「日本への興味」「日本語上達感」「日本語使用感」のいずれ
も高めている．また，「日本への興味」は「日本語学習意欲」を高めている．
一方，有意傾向ではあるが「日本語上達感」も「日本への興味」「日本語学習
意欲」を高めている．
　これらの結果より，Ｂ大生と楽しく会話した経験は，日本への興味や日本語
が上達したという自信を高め，そうした興味や自信が，日本語をもっと勉強し
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たいという意欲を高めることがわかる．つまり，生徒たちの日本語学習意欲を
高めるためには，日本人と日本語で会話した楽しい経験が非常に有効であるこ
とが検証されたといえよう．
　尚，日本語使用感は，日本語上達感や日本語学習意欲を高めることはないこ
とも示された．日本語を使う時間や量だけではなく，その質が重要であること
が推察される．４－１－１でも述べたが，自分の今持っている日本語能力の少
し上のレベルで会話することが日本語で会話したという満足感を高め，もっと
日本語を学習したいという意欲を高めるのではないだろうか．
４－３　日本語学習意欲向上のための示唆
　以上の質問紙調査結果より，ブラジル人学校生徒の日本語学習意欲を高める
ために幾つかの示唆が得られよう．
（1）日本への興味を促すこと
　示唆の１つめは，日本への興味の重要性である．パス解析結果に見られたよ
うに，日本語学習意欲向上に直接寄与するのは日本への興味であった．その日
本への興味を高めていたのがＢ大生との楽しい会話である．日本人との交流が
いかに重要かが分かる．日本人と交流する機会を増やすためには，日本人側が
ブラジル人学校に訪問するだけでなく，ブラジル人学校側も地域の交流の場に
参加するような活発な相互交流の体制を築いていくことが必要であろう．
（2）日本語上達感を持たせること
　示唆の２つめは，日本語上達感を持たせることの重要性である．パス解析結
果より，日本語上達感は直接的・間接的に日本語学習意欲向上に寄与してい
た．日本語上達感を持たせるのは活動の量ではなく質であり，現段階の日本語
能力以上の難度の課題が必要であることは４－１－１で述べたが，生徒の現段
階の日本語能力を正確に把握する重要性にも留意したい．年齢，発達段階，生
活言語と学習言語の違いなどを考慮し，多面的に日本語能力を測れるテストが
求められよう．
　また，日本語上達感を持たせるための工夫として，活動の前後に自身の日本
語能力を自己評価させることも有効なのではないだろうか．
（3）生徒たちの日本語使用感を授業改善に活かすこと
　示唆の３つめは，生徒たちの日本語使用感を授業改善に活かすことである．
日本語使用感には授業の活動内容が如実に反映されていた．これは，生徒たち
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が的確に授業を評価できることを示すものといえる．そこで，生徒たちの日本
語使用感を授業の反省や振り返りに活用し授業改善を図っていくことで，学習
意欲が向上することが期待できる．また，授業改善に当たっては生徒たちと教
員との話し合いも効果的かと思われる．生徒たち自身が日本語を学ぶことの意
味を理解し，かつ日本語の授業に関わっているという参加意識や自己効力感を
持たせることが，学習意欲につながっていくのではないだろうか．
５．学生たちの学び（課題③）とブラジル人学校の教育的可能性（課題④）
　５節ではまず，課題③「ブラジル人学校生徒たちとの交流から日本人学生た
ちはどのようなことを学ぶのか」を検証し，それを踏まえて課題④「ブラジル
人学校は多文化共生に資するどのような教育的可能性を内包するのか」を検証
する．
５－１　課題③：学生たちの学び
　平成23年度から平成25年度までのブラジル人学校に訪問した日本人学生29
名のレポート（テーマ「活動を通して年少者日本語教育について考えたこと・
学んだこと」）について，そこから読み取れる学びを分類した．分類にはKJ法
を応用した．KJ法とは，大量の情報を効率よく整理するための方法であり考
案者川喜多二郎の頭文字により命名されている．ここでは，学生たちのレポー
トから「学び」と捉えられる記述を全て書き出して１つの文に１つの内容にな
るように書き換え，類似の内容のもの同士を集めて見出しをつける作業を繰り
返して整理していった．その結果，学生たちの学びは２つに大別された．１つ
は異文化に関する学び，もう１つは日本語教育に関する学びである．
５－１－１　異文化に関する学び
　学生たちにとってブラジル人学校訪問での体験は異文化体験そのものであ
り，そこからの学びは（1）親近感，（2）戸惑い，（3）複層的アイデンティティ
の３つに分類された．
（1）親近感
　学生たちの言及で多かったものの１つは，それまで自分には遠い存在であっ
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たブラジル人学校や外国人を身近に感じるようになったというものである．
日常生活の中で外国人はよく見かけるし，テレビや新聞でも外国人に関する
ニュースは頻繁に目にする．しかし，それらは自分からは遠い世界のもので
あった．ブラジル人学校で実際に生徒たちと触れ合うことで，遠い存在・自分
とは無関係であった外国人が，急速に身近な隣人・血の通った存在に変化した
のである．
　ブラジル人学校生徒たちと触れ合うことは，国内の国際化を自分にも密接に
関係のある出来事として捉え，隣人である外国人たちとどのように関わってい
くかを考える契機となるといえよう．
（２の１）戸惑い①規範・基準のぶつかり合い
　学生たちの言及で多かったもののもう１つは，ブラジル人学校の生徒たちに
どのように接していいのか，とりわけ，どのような注意の仕方・叱り方をして
いいのかという戸惑いである．例えば，昼休みが終わってもなかなか教室に戻
らない，授業中でもおしゃべりをやめない，音楽を聴いたり机に突っ伏したり
している，断りもなく教室を出ていき隣のクラスの生徒と廊下で遊び出す，と
いったことは日常茶飯事であった．
　日本の学校であれば，上記の行動は全て教員に注意される類のものである．
学生たちからは多くの疑問や困惑の声が上がった．こうした行動がブラジル人
学校ではどの程度許容されているのか，ブラジル人学校に日本の学校の規範や
基準を持ち込んでいいのか，もしブラジル人学校では許されている行動である
ならば，自分たちもブラジル人学校の規範に合わせるべきなのか，といった規
範・基準の違いに関する戸惑いである．
　また，普段人を叱ったり注意したりする立場の経験が少ない学生たちから
は，叱ることや注意することにも躊躇したり戸惑ったりする声も多かった．ブ
ラジル人学校の先生を差し置いて外部の人間かつ学生の身分である自分たちが
生徒たちを叱ってもいいのか，もし叱るならどのように叱ればいいのか，と
いった戸惑いである．
　上記のような戸惑いは，異文化の人間と接するときには多少なりとも遭遇す
るものといえよう．多文化共生の中でより良い関係を模索する過程において避
けて通れない戸惑いである．学生たちはその戸惑いに対峙し，自問自答を繰り
返したといえる．
（２の２）戸惑い②変化の激しさ
　ブラジル人学校内でのクラスの成員は常に変動していると言っても過言では
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ない．親の転職などで生徒たちの出入りは激しい．そのため，クラスはある
が，そこにいるのは固定された成員ではない．
　クラスの成員の変動だけでなく，時間割についても突然の変更が入る．ブラ
ジルの祭りに参加するためにダンスの練習を優先したり，急に遠足を入れるな
ど，時間割が突然変わることも珍しいことではない．
　日本語のレベル差にはある程度の対応は可能だが，生徒の変動（増減）が大
きくては授業の予定が立てられず，教材の準備にも支障を来たす．何よりも学
習の継続に結びつかないため，成果が上がらない．
　しかし，どんな状況でも対応できるような教材を工夫すべきだったという記
述も多く見られた．失敗や思い通りに行かないことを周囲のせいにするのでは
なく，異文化の世界では何が起こるかわからないのだから臨機応変に対応すべ
きであったという記述からは，前向きな志向性と柔軟性を養っていたことが読
み取れる．
（3）複層的アイデンティティ
　日本に何年もいる生徒でも日本語が殆ど話せない，日本文化全般に知識がな
い，関心すらないという事実は，学生たちにとって非常に大きな驚きであっ
た．そうした現状を目の当たりにしたことから，自分たちの訪問が日本人と交
流する機会になってほしい，自分たちにできることは日本文化を知ってもらう
ことである，これからも継続して日本語を教えていきたい，近くでブラジルの
お祭りがあれば是非参加したい，という意見が多く出された．一方で，ブラジ
ル人学校ももっと地域や日本人との交流の機会を設けるべきであるという意見
も少なからずあった．
　ここでは上記の意見が複層的なアイデンティティに依拠することに注目した
い．学生として，年の近い兄・姉として，日本語の先生として，地域住民とし
て，日本人として，というように様々なアイデンティティに立ってものごとを
考えていることが読み取れる．複層的なアイデンティティからものごとを考え
ることも，異文化体験から派生した学びと言えよう．
５－１－２　日本語教育に関する学び
　今回参加した学生たちの多くは日本語を教えた経験のない者たちであった．
初めて日本語を教えた学生たちの声は，生徒たちの学習意欲をいかにして高め
るかという問題意識に収斂された．試行錯誤を繰り返した結果，学生たちが見
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つけた解決策は，（1）飽きさせないこと，（2）生徒１人１人に対応すること，
（3）学習することの意味を理解・納得させることの３点に集約できる．
（1）飽きさせないこと
　１つめは，ともかく生徒たちを飽きさせないことである．そのために，学生
たちは毎回手作りの教材などに工夫を凝らした．例えば，クイズ形式や穴埋め
式ドリル，視覚的資料，アニメの活用の他，板書の仕方にまで工夫は及んだ．
図書館から児童用の本を多数借りてきて持ち込む者もあった．
（2）生徒１人１人に対応すること
　２つめは，生徒１人１人に対応することである．例えば，指名する，褒め
る，一緒に考える，などを実践することで，生徒たちの反応が変わることを発
見した．
　また，生徒に関する情報の重要性も多く指摘された．生徒１人１人に対応し
た学習計画を立てたり教材を用意したりするためには，日本語レベルだけでな
く，生徒たちの趣味や日常生活，背景（家族構成，家庭環境，ブラジル人学校
で学習するまでの経緯など），日本語以外の授業の内容や生徒たちの学習態度
などについて情報がほしいというものであった．残念ながら，こうした情報の
多くは個人情報に属し，学生たちが入手することは不可能であった．しかし，
学習者の多様性に対応するための情報の重要性を学生たちは学んだのである．
（3）学習することの意味を理解・納得させること
　３つめは，学習することの意味を生徒たちに理解・納得させ，主体的に行動
してもらうことである．この意見の背景には，生徒たちの意欲を引き出せず，
生徒の作業に手を出し過ぎてしまったという反省がある．一方的に何かを教え
る・与えるのではなく，生徒が主体的に何かを獲得する過程を支援することが
生徒たちの今後の学ぶ力にもなっていく．そのために，まずは生徒に学習する
ことの意味を理解・納得させることが重要であるということを学生たちは学ん
だ．
５－２　課題④：ブラジル人学校の教育的可能性
　５－１ではレポートに見られる日本人学生の学びの軌跡を辿ってきた．それ
は学生たち個々の人間的成長を示すものであった．５－２では学生たちの学び
がどのような点で多文化共生に資するのか，即ち，課題④「ブラジル人学校は
多文化共生に資するどのような教育的可能性を内包するのか」を検討する．
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　学生たちの学びを一言で言うと，それは相対的・複層的なものの考え方の獲
得ということである．その獲得に寄与した点として，学生たちが少数派の立場
を経験したことは特筆すべきであろう．それまで圧倒的多数派の立場で生きて
きた学生たちが，ブラジル人学校では少数派という立場に置かれた．少数派の
立場に置かれたからこそ，単に異文化に戸惑うのみならず，自分の価値観や規
範に疑問の目を向け自問自答したのである．
　また，学生たちはブラジル人学校の中で様々なアイデンティティを経験し
た．学生，ブラジル人学校にとっての部外者，生徒たちにとって年の近い兄・
姉，日本語の先生，地域住民，日本人，などの複数のアイデンティティを担っ
てものごとを考えていた．
　少数派の立場に置かれ，複数のアイデンティティを体験することは，相対
的・複層的にものごとを考える土壌を作ると考えられる．そうした相対的・複
層的な視点こそ，多文化共生に必要なものといえよう．つまり，ブラジル人学
校は多文化共生に資する教育的可能性を内包するといえるのではないだろう
か．
６．まとめ
　本稿では，日本人学生の日本語授業参加によりブラジル人学校生徒の日本
語学習意欲が高まること（課題①），日本語学習意欲向上には日本人との楽し
い会話体験などが有効であること（課題②），ブラジル人学校生徒たちとの交
流から日本人学生は様々な学びを得ること（課題③），ブラジル人学校は多文
化共生に資する教育的可能性を内包すること（課題④）を検証し，かつ，生徒
の学習意欲を高めるためのさまざまな示唆を得た．６節では，まとめとしてブ
ラジル人学校での日本語教育の意義を考察し，最後に今後の課題について触れ
る．
６－１　全人的発達を支える日本語教育
　１－１でも述べたが，年少者の日本語教育は，子どもの全人的発達を支える
教育の一環として位置づけられ，日本語教育はさまざまな学びの可能性を広げ
るものでなければならない（石井　再掲）．本稿では，ブラジル人学校生徒た
ちが日本人学生と触れ合い日本語を使うことで，日本に興味を持つこと，日本
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語学習意欲を向上させることを見てきた．日本人と交流し日本語を使う機会を
作っていくことは，生徒たちの日本語や日本社会への関心を広げる．また，日
本語が媒介語となることで言語間共生が成立する．日本語ができることは，生
徒たちの住む世界を広げ，人間関係を広げ，視野を広げ，学びの可能性を広
げ，ひいては全人的発達を支えるはずである．日本で生活するのに必要だから
とか，将来役に立つかもしれないからといった狭い視点ではなく，全人的発達
という視点から考えていくことが重要であり，ブラジル人学校での日本語教育
の意義は非常に大きいといえよう．
　また，ブラジル人学校の教育は学校内だけで完結するものではないことを付
言したい．生徒を中心に，保護者・教職員・地域（大学なども含めて）・国（日
本及びブラジル本国）が連携することで初めて成果を上げるものである．ブラ
ジル人学校の持つ可能性を活かす実践と研究を積み重ねることが求められる．
６－２　今後の課題
　日本語教育の実践上の課題としては，活動の質を高めることが挙げられる．
生徒たちのアンケートから，日本語をたくさん使用したからと言って日本語上
達感や日本語学習意欲が高まるわけではないことが確かめられた．生徒たちの
既有の日本語能力を少し上回るレベルの活動を工夫することが必要である．
　また，活動の継続も課題の１つである．本稿で報告した実践は，１学期中の
７～８回の訪問を３年間実施したものである．生徒たちは半年経っても学生た
ちの再訪を楽しみにしたり，訪問時に教えた歌を歌ったりしていたと聞く．訪
問を継続することには大きな意味がある．それは，日本語を教えることを超え
て，全人的発達にも関わることであり，継続自体が双方にとって貴重な学びを
提供するであろう．
　研究上の課題としては，ブラジル人学校での日本語教育の意味を多面的に検
証するためのデータを集めることが挙げられよう．今回は生徒たちによる質問
紙と学生たちによるレポートを使用したが，授業時の録音・録画や聞き取り調
査，生徒たちからの産出物などを横断的・縦断的に収集・分析することが不可
欠である．今後の課題としたい．
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注
１　 本稿で使用した質問紙調査は，赤尾（2012）の質問紙を，本人の許可を得て筆
者が再分析したものである．
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